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筑
波
山
と
い
っ
て
思
い
出
す
の
が
デ
ュ
ー
ク
エ
イ

セ
ス
の
「
筑
波
山
麓
合
唱
団
」。
ガ
マ
の
油
売
り
の
口

上
な
ど
で
も
知
ら
れ
た
山
で
、
ま
だ
筑
波
大
学
な
ど
な

か
っ
た
昔
は
、
歌
の
ご
と
く
、
カ
エ
ル
が
ゲ
ロ
ゲ
ロ
合

唱
す
る
農
村
で
あ
り
ま
し
た
。
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

が
通
り
、
科
学
研
究
都
市
と
し
て
変
貌
を
遂
げ
た
令
和

の
今
で
も
、
筑
波
山
の
麓
で
は
カ
エ
ル
た
ち
が
合
唱
し

て
い
る
よ
う
な
気
配
。
や
っ
ぱ
り
筑
波
山
は
茨
城
を
、

い
や
北
関
東
を
代
表
す
る
山
な
の
で
あ
り
ま
す
。

　
筑
波
山
は
「
西
に
富
士
、
東
に
筑
波
」
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
名
山
で
、
万
葉
集
に
も
数
多
く
歌
わ
れ
、
日

本
百
名
山
の
ひ
と
つ
に
も
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
標
高

八
七
七
メ
ー
ト
ル
。
今
で
は
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
や
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
で
気
軽
に
山
頂
近
く
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
山
と
し
て
も
人
気
で
す
。

　
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
乗
り
場
近
く
に
は
、
三
千
年
以
上

の
歴
史
を
も
つ
筑
波
山
神
社
が
あ
り
ま
す
。
な
ん
と
筑

波
山
神
社
の
ご
神
体
は
筑
波
山
。
や
は
り
、
山
自
体
に

霊
力
が
宿
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
山
頂
か
ら
は
、
関
東
平
野
を
一
望
す
る
大
パ
ノ
ラ
マ

が
広
が
り
ま
す
。
天
気
が
よ
け
れ
ば
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が

見
え
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
中
腹
の
筑
波
山
梅
林
は
様
々
な
梅
が
30
種
一
千
本

も
植
え
ら
れ
て
お
り
、
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
次
々

と
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
ま
す
。
香
し
い
梅
の
香
り
を
楽

し
み
な
が
ら
万
葉
の
昔
に
遊
ん
で
み
る
の
も
い
い
で

す
ね
。

（
写
真
：
黒
田
乃
生
／
廣
田
充
）
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万葉の昔から
東国にこの山あり

筑波山のふもとで



　2020 年 12 月 17 日、日本全体が新型コロナウィルス感染拡大
第 3 波の重く暗い雰囲気に飲み込まれるなか、茅葺きに関わっ
てきた方々に一筋の明るい光が差し込みました。茅採取を含む

「伝統建築工匠の技：木造建築物を受け継ぐための伝統技術」が、
UNESCO（ユネスコ、国連教育科学文化機関）の無形文化遺産
に登録されたのです。この登録の有無が、茅葺き文化に関わる
全ての活動の意義に影響を与えるものではありません。しかし、
この登録により、茅葺きに関わる身近な自然、その自然を維持す
ることの重要性、そして茅葺きに関わる伝統技術の大切さが広
く認識されると共に、建築資材としての茅、そして茅葺きの魅
力が再認識されるようになったと感じています。
　茅を採取するための茅場や茅が使用されている建築物は、か
つては日本全国どこでも見られるありふれた景色の一部でした。
そのため、茅場の維持管理・茅採取はもちろん、茅葺きに関わ
る伝統技術の伝承も、それらの存在が危ぶまれることはなかっ
たと想像できます。しかし、それは特に戦後の暮らしの変化と
ともに激減し、稀少な存在となりました。それでも茅葺き文化に
関わる場所・モノ・ヒトが消滅していないのは、勿論茅葺き文
化の根底にある環境との共生という重要な考え方に加えて、茅
葺きに関わる様々な活動が関係者によって伝承され続けてきた
ことが大きく貢献していると感じています。どんなに重要なこと
であっても、またその時々で当たり前であったとしても、一度途
絶えてしまうとそれを再構築していくのは非常に困難であり、そ
れは何としても避けなければなりません。このことを私達は、世
界中を未曾有の混乱に陥れた新型コロナウィルス感染症パンデ
ミック後のポストコロナ社会のなかで、痛感しているのではない
でしょうか。
　茅葺き文化は関係者の弛まぬ努力の甲斐もあり、多くの人に
も注目される状況になりつつあります。しかし、それでも尚、茅
葺き文化をめぐる情勢は楽観視できるものではありません。私は、
茅葺き文化を失ってから重要性を痛感するようなものにしてはい
けないと強く感じています。そうならないためにも、これまで同
様に茅葺き文化にまつわる色々な情報を発信し、それを多くの
皆さんと共有していきたいと考えています。

Contents

筑波山麓の
茅場と茅葺きと
上野 弥智代

大学・地域・行政との協働による
茅葺き屋根の葺き替え
—石岡市八郷地域での実践的取り組み—

山本 幸子

モンゴルと日本の草原の共通性から
植物資源の持続的な利用方法を考えたい
川田 清和

文化遺産と茅葺き風景
黒田 乃生／久保田 健介

茅葺屋根に棲む黴々
出川 洋介

祝！ 茅葺・茅採取 ユネスコ無形文化遺産登録
伝統の技を未来に残そう！

筑波山のふもとで

万葉の昔から東国にこの山あり

●�本研究は、筑波大学山岳科学センターの令和2年度機能強化プロジェ
クト（重点研究）の助成を受けたものです。
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２
０
２
０
年
12
月
17
日
、
茅
葺
・
茅
採
取
が
、「
伝
統
建
築
工

匠
の
技　

木
造
建
築
物
を
受
け
継
ぐ
た
め
の
伝
統
技
術
」
の
一
つ

と
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
正
式
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

茅
採
取
は
、
茅
葺
に
用
い
る
た
め
の
ス
ス
キ
や
ヨ
シ
等
を
育
て
、

採
取
す
る
技
術
で
す
が
、
茅
葺
屋
根
の
減
少
と
と
も
に
、
茅
場
も

激
減
し
、
そ
の
技
術
も
ま
た
途
絶
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

茅
場
の
管
理
や
茅
の
採
取
は
、
も
と
も
と
地
域
住
民
に
よ
っ
て

行
わ
れ
て
き
た
共
同
作
業
の
一
つ
で
し
た
が
、
近
代
化
に
と
も
な

う
暮
ら
し
の
変
化
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
の
な
か
で
共
同

作
業
の
機
会
が
失
わ
れ
、
現
在
は
ご
く
一
部
の
地
域
で
、
茅
葺
き

職
人
が
茅
場
や
茅
葺
を
維
持
管
理
し
て
い
る
の
み
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

茅
葺
屋
根
に
必
要
な
良
質
な
茅
の
生
産
管
理
技
術
、
そ
し
て

茅
葺
き
の
技
術
は
、
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
貴
重
な
文

化
で
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
を
代
表
す
る
文
化
財
建
造
物
の
修
理
な
ど
も
、
質
量
共

に
十
分
な
茅
の
確
保
と
、
茅
葺
き
の
技
術
が
あ
る
か
ら
こ
そ
後
世

に
守
り
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

一
般
社
団
法
人
「
日
本
茅
葺
き
文
化
協
会
」
を
中
心
に
取
り

組
ん
で
き
た
茅
葺
・
茅
採
取
技
術
の
保
護
育
成
事
業
が
、
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
に
な
り
、
よ
う
や
く
か
す
か
な
光
が
見

え
て
き
ま
し
た
。
地
域
、
職
人
、
研
究
者
な
ど
が
力
を
合
わ
せ
て
、

伝
統
の
技
を
未
来
に
残
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

茅葺・茅採取 ユネスコ無形文化遺産登録

伝統の技を未来に残そう！

写真：一般社団法人 日本茅葺き文化協会

写真：井田秀行
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し
た
際
、
所
有
者
達
で
さ
え
「
い
や
ー
こ
の
町
に
ま
だ

こ
ん
な
に
茅
屋
根
あ
っ
た
の
か
」と
驚
い
た
く
ら
い
だ
。

　

そ
の
調
査
対
象
で
茅
葺
き
民
家
が
今
も
多
く
残
さ

れ
て
い
る
の
は
、
筑
波
山
東
麓
の
石
岡
市
八
郷
地
区
。

　

八
郷
地
区
は
首
都
圏
に
近
く
年
間
を
通
じ
て
多
様

な
農
作
物
、
果
樹
で
豊
か
な
農
村
地
域
で
、
平
成
18

年
（
２
０
０
６
年
）
に
行
っ
た
石
岡
市
対
象
の
茅
葺
き

民
家
所
在
調
査
で
は
、
八
郷
地
区
に
74
棟
、
石
岡
地

区
に
21
棟
、
計
95
棟
の
所
在
が
確
認
さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
鉄
板
で
覆
わ
れ
た
も
の
は
含
ま
な
い
茅
葺

き
現
し
の
主
屋
や
付
属
屋
の
数
で
あ
り
、
平
成
13
年

（
２
０
０
１
年
）
の
全
国
茅
葺
き
民
家
調
査
で
は
、
茨

城
県
の
茅
葺
き
は
８
０
７
棟
（
鉄
板
覆
い
の
茅
葺
き

を
含
む
）
で
、
全
国
第
17
位
、
県
内
で
は
、
笠
間
市

１
９
４
棟
（
内
茅
葺
き
現
し
80
棟
）、
大
子
町
２
６
０

棟
（
77
棟
）、
七
会
村
１
２
１
棟
（
18
棟
）
が
多
く
、

こ
の
調
査
の
際
に
石
岡
市
、
八
郷
町
は
回
答
さ
れ
て
お

ら
ず
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
最
も
多
く
残
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

そ
し
て
今
、
２
０
１
９
年
の
筑
波
大
学
藤
川
研
の
調

査
に
よ
れ
ば
、
石
岡
市
の
茅
葺
き
は
48
棟
と
半
減
し

て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
農
業
の
変
化
や
社
会
背
景

に
よ
っ
て
茅
葺
き
は
減
少
の
一
途
の
よ
う
に
も
思
わ
れ

て
い
た
が
、ま
た
一
周
巡
っ
て
、安
心
安
全
な
食
、環
境
、

暮
ら
し
な
ど
を
考
え
る
中
で
、
茅
葺
き
は
そ
の
多
面

的
な
機
能
や
価
値
が
再
評
価
さ
れ
て
も
お
り
、
そ
の

　
茨
城
の
茅
と
は

　

茅
は
屋
根
を
葺
く
材
料
の
総
称
で
イ
ネ
科
の
多
年

草
。
茨
城
で
は
、
筑
波
山
麓
な
ど
で
使
わ
れ
る
ヤ
マ
ガ

ヤ
と
呼
ば
れ
る
ス
ス
キ
、
そ
し
て
霞
ヶ
浦
周
辺
で
は
シ

マ
ガ
ヤ
と
呼
ば
れ
る
カ
モ
ノ
ハ
シ
、
チ
ゴ
ザ
サ
、
ク
サ

ヨ
シ
な
ど
が
混
ざ
る
水
辺
の
茅
が
あ
る
。
戦
後
の
食
料

増
産
期
の
頃
に
は
小
麦
ワ
ラ
も
使
わ
れ
た
。

　

小
麦
ワ
ラ
の
屋
根
葺
き
は
真
夏
だ
か
ら
本
当
に
暑

か
っ
た
よ
〜
と
職
人
た
ち
は
言
う
。
他
の
茅
は
い
つ

葺
い
て
い
た
の
？
茅
葺
き
っ
て
そ
ん
な
に
あ
る
の
？

職
人
は
い
る
の
？ 

茅
場
は
あ
る
の
？　

今
回
は
筑
波

山
麓
と
霞
ヶ
浦
周
辺
の
茅
葺
き
と
茅
場
の
今
昔
を
紹

介
し
た
い
。

　

そ
し
て
実
は
今
、
と
て
も
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
研
究
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
と
こ
れ
を
読
ん
だ
皆
さ

ん
の
お
知
恵
を
ぜ
ひ
お
借
り
し
た
い
。

　
筑
波
山
麓
の
茅
葺
き

　

筑
波
山
麓
を
見
渡
す
と
、
農
村
集
落
は
屋
敷
林
や

イ
グ
ネ
に
囲
わ
れ
、
広
い
敷
地
内
に
は
、
主
屋
の
ほ
か

に
、
書
院
、
納
屋
、
倉
な
ど
附
属
屋
も
多
く
、
通
り

か
ら
茅
葺
き
屋
根
が
よ
く
見
え
る
と
い
う
こ
と
は
あ

ま
り
な
い
。
15
年
前
に
茅
葺
き
民
家
の
悉
皆
調
査
を

小
さ
な
う
ね
り
が
各
地
で
起
こ
り
始
め
て
い
る
。
八
郷

で
も
空
き
家
に
な
っ
て
い
た
１
棟
が
、
2
年
前
か
ら
石

岡
市
と
筑
波
大
学
の
官
学
連
携
で
、
地
域
と
研
究
活

動
の
拠
点
と
し
て
、
茅
葺
き
再
生
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

進
ん
で
い
る
。

　
筑
波
流
茅
手

　

筑
波
山
麓
地
域
で
茅
葺
き
職
人
は
茅
手
（
か
や
て
、

か
や
で
）
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
筑
波
流
茅
手
は
、
棟
や

軒
先
の
技
巧
が
凝
ら
さ
れ
た
装
飾
な
ど
、
日
本
有
数

の
高
度
で
洗
練
さ
れ
た
技
術
で
知
ら
れ
る
。

　

茅
手
の
数
と
そ
の
年
間
の
仕
事
と
暮
ら
し
は
こ
う

だ
。
１
９
５
０
年
頃
（
昭
和
25
年
頃
）
に
、
八
郷
町
に

は
約
80
人
の
茅
手
が
い
た
。
職
人
は
親
方
を
中
心
に

４
人
か
ら
10
人
で
組
を
つ
く
り
、
ひ
と
つ
の
組
が
仕
事

を
す
る
範
囲
は
50
か
ら
70
戸
。
年
間
３
０
０
日
前
後

は
仕
事
が
あ
っ
た
と
い
う
。
１
月
か
ら
４
月 

ス
ス
キ

で
の
葺
き
替
え
、
ま
た
は
差
し
茅　

５
月 

田
植
え　

６
月
か
ら
９
月 

小
麦
ワ
ラ
で
の
葺
き
替
え　

10
月 

稲

刈
り 

11
月
か
ら
12
月 

ス
ス
キ
で
の
葺
き
替
え
、
ま
た

は
差
し
茅 

」（
安
藤
・
１
９
８
３
）

　

当
時
は
会
津
な
ど
か
ら
冬
期
は
出
稼
ぎ
の
職
人
も

多
く
来
て
い
た
か
ら
、
こ
の
記
録
か
ら
読
み
取
る
に
、

少
な
く
と
も
八
郷
に
５
０
０
戸
ほ
ど
の
茅
葺
き
は
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
石
岡
市
内
に
屋
根
葺
き
を
現

役
で
行
っ
て
い
る
茅
手
は
、
常
陸
風
土
記
の
丘
の
職
人

ら
見
習
い
も
含
め
て
４
名
。
茨
城
県
内
で
は
、
約
10

名
で
、
こ
れ
ま
で
の
80
代
か
ら
世
代
が
飛
ん
で
、
今
は

30
〜
40
代
に
ほ
ぼ
世
代
交
代
し
つ
つ
あ
る
。

　

今
全
国
で
現
役
の
茅
葺
き
職
人
は
約
２
０
０
名
で
、

圧
倒
的
な
職
人
不
足
は
深
刻
で
後
継
者
育
成
が
急
務

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
も
ま
だ
茨
城
県
に
は
若
い
世

代
の
茅
手
が
お
り
、
か
ろ
う
じ
て
そ
の
技
が
受
け
継

が
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
全
国
的
な
職
人
不
足
に
よ

り
、
横
断
的
に
遠
方
の
仕
事
も
担
う
必
要
が
あ
る
の

で
、
茨
城
の
茅
葺
き
所
有
者
も
常
に
職
人
を
探
し
て

い
る
状
況
だ
。

　
筑
波
山
麓
の
茅
場

　

は
じ
め
に
書
い
た
よ
う
に
、
筑
波
山
麓
の
茅
は
ヤ
マ

ガ
ヤ
、
ス
ス
キ
だ
。
そ
の
茅
を
採
取
す
る
茅
場
は
、
か

つ
て
は
集
落
に
近
い
山
裾
に
、
集
落
ご
と
に
共
有
の
茅

場
が
あ
っ
た
。

　
「
１
９
７
７
年
頃
（
昭
和
52
年
頃
）
ま
で
各
集
落
ご

と
に
共
有
茅
場
が
あ
り
共
同
採
取
が
行
わ
れ
て
い
た
。

例
え
ば
北
郷
の
笛
田
の
茅
場
は
、
12
戸
で
共
有
、
北

郷
集
落
か
ら
１
㎞
ほ
ど
離
れ
た
山
腹
に
雑
木
林
を
切

り
開
い
て
つ
く
ら
れ
、
広
さ
は
最
も
広
い
時
で
３
ヘ
ク

一般社団法人
日本茅葺き文化協会　
事務局長

上野 弥智代

筑波山麓の
茅場と茅葺きと

かつての八郷の茅場（2006年 8月）つくば市高エネルギー加速器研究機構の茅場（2004年 12月）
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て
、
こ
の
高
エ
ネ
研
で
、
所
有
者
に
支
援
者
を
加
え
た

現
代
の
ユ
イ
と
も
言
え
る
茅
刈
り
の
共
助
が
17
年
間

行
わ
れ
て
い
る
。

　
悩
み
と
展
望

　

と
て
も
困
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
は
茅
が
年
々
小
さ

く
、
疎
ら
に
な
っ
て
き
た
こ
と
。
高
エ
ネ
研
の
茅
場
で

は
、
17
年
間
茅
刈
り
を
し
て
き
た
が
、
こ
こ
５
年
ほ
ど

で
急
激
に
質
量
共
に
心
許
な
く
な
っ
て
き
た
の
だ
。
当

初
は
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
３
０
０
駄
の
茅
が
採
取
で
き
た

が
、
昨
年
は
１
０
０
駄
し
か
と
れ
ず
、
15
年
で
３
分
の

１
の
収
穫
量
に
減
少
し
た
。
原
因
は
何
な
の
か
。

　

①�

茅
刈
り
時
期
が
12
月
中
旬
頃
で
は
あ
る
が
、
温

暖
化
な
ど
で
昔
よ
り
枯
れ
落
ち
る
の
が
遅
く
青

刈
り
に
な
っ
て
し
ま
い
翌
年
の
生
育
に
支
障
を
き

た
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

②�

こ
れ
ま
で
は
造
園
業
者
に
よ
っ
て
刈
り
取
り
粉

砕
処
理
さ
れ
て
き
た
が
、
茅
刈
り
で
全
て
持
ち

出
す
こ
と
に
な
り
、
収
奪
し
っ
ぱ
な
し
で
生
育
が

悪
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

③�

元
々
造
成
地
で
あ
り
、
土
壌
が
貧
弱
で
、
10
数

年
茅
刈
り
を
し
て
い
る
う
ち
に
ス
ス
キ
で
は
な

く
チ
ガ
ヤ
や
メ
リ
ケ
ン
カ
ル
カ
ヤ
な
ど
小
型
の

草
に
遷
移
し
て
き
た
例
も
あ
り
、
同
じ
よ
う
な

タ
ー
ル
で
あ
っ
た
。

　

7
月
下
旬 

茅
場
の
夏
刈
り
（
雑
草
刈
り
） 

11
月 

茅

刈
り 

12
月
下
旬 

茅
場
焼
き
」（
安
藤
・
１
９
８
３
）

３
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
年
間
約
３
０
０
駄（
１
駄=

６
束（
１

束
＝
５
尺
締
め
の
束
））
採
取
で
き
、
お
お
よ
そ
50
坪

程
度
の
家
1
棟
の
屋
根
全
体
を
丸
葺
き
す
る
量
に
相

当
す
る
。

　

屋
根
全
体
を
一
度
に
葺
き
替
え
る
こ
と
は
基
本
的
に

な
い
の
で
、
毎
年
３
戸
が
４
分
の
１
ず
つ
屋
根
を
葺
き

替
え
る
と
４
年
に
１
回
屋
根
葺
き
の
順
番
が
回
っ
て
き

て
、
16
年
で
屋
根
全
体
を
葺
き
替
え
る
こ
と
に
な
り
、

屋
根
か
ら
お
ろ
し
た
古
茅
は
肥
料
と
し
て
分
け
合
う

と
い
う
周
期
だ
。
毎
年
15
駄
茅
刈
り
を
し
て
５
年
間

貯
め
て
は
４
分
の
１
ず
つ
葺
き
替
え
る
と
考
え
れ
ば
、

１・５
反
歩
（
１・５
ア
ー
ル
）
の
茅
場
が
あ
れ
ば
、
50

坪
ほ
ど
の
家
１
軒
の
屋
根
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
毎
年
15
駄
刈
り
取
る
の
は
、
慣
れ
た
人
で
あ
れ

ば
２
人
で
２
日
間
あ
れ
ば
よ
い
。

　

こ
れ
ら
の
共
有
の
茅
場
は
茅
葺
き
民
家
の
減
少
で

刈
り
取
ら
れ
な
く
な
る
と
と
も
に
植
林
さ
れ
た
り
森

に
遷
移
し
、ほ
と
ん
ど
消
失
し
た
。
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、

現
在
筑
波
山
麓
の
茅
葺
き
を
支
え
て
い
る
の
は
、
つ
く

ば
市
内
の
研
究
所
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機

構
の
敷
地
内
の
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
の
茅
場
だ
。

　

所
有
者
を
中
心
に
平
成
16
年
（
２
０
０
４
年
）
に

結
成
さ
れ
た
「
や
さ
と
茅
葺
き
屋
根
保
存
会
」
に
よ
っ

現
象
が
起
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

④�

研
究
所
内
と
い
う
性
質
上
、
維
持
管
理
に
火
入

れ
を
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
適
切
な
維
持
管
理

が
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

⑤�

こ
の
よ
う
な
茅
場
の
場
合
は
、
何
か
適
切
な
成

分
の
施
肥
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

霞
ヶ
浦
の
シ
マ
ガ
ヤ
も
ま
た
、茅
の
生
育
が
悪
く
な
っ

て
い
る
。
昔
シ
マ
ガ
ヤ
は
カ
モ
ノ
ハ
シ
が
中
心
で
、
赤

味
を
帯
び
て
お
り
、
赤
ガ
ヤ
は
強
い
、
と
言
わ
れ
て
き

た
。
い
ま
霞
ヶ
浦
浮
島
の
50
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
茅
場
で
は
、

茅
場
の
カ
モ
ノ
ハ
シ
群
落
の
多
く
は
ヨ
シ
や
オ
ギ
に
変

わ
り
、
そ
の
茅
場
は
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
に
激
減
し
た

上
に
、
カ
モ
ノ
ハ
シ
が
少
な
く
な
り
、
背
丈
も
低
く
、

質
量
と
も
に
茅
と
し
て
使
う
に
は
難
し
い
状
況
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
こ
の
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

　

①�

２
０
１
９
年
ま
で
の
約
13
年
間
、
火
入
れ
が
中

止
さ
れ
て
い
た
こ
と

　

②�

水
利
用
を
目
的
に
水
位
が
高
い
時
期
が
多
い

こ
と

　

③
塩
分
濃
度
の
変
化
？

　

い
ま
国
土
の
１
〜
２
％
ほ
ど
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
草
原
の
内
、
か
ろ
う
じ
て
残
っ
て
使
わ
れ
て
い
る

中
で
、
茅
の
生
育
が
悪
く
な
っ
て
き
た
、
と
い
う
茅
場

が
全
国
各
地
に
あ
る
。
数
百
年
持
続
的
に
利
用
さ
れ

て
き
た
茅
場
も
あ
る
が
、
い
ま
急
激
に
そ
の
持
続
的

利
用
が
難
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
。こ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
高
エ
ネ
研
や
小
谷
村
で
行
わ

れ
て
い
る
茅
場
の
調
査
研
究
に
よ
っ
て
、
茅
や
茅
場
の

性
質
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
適
切
な
茅
場
の
維
持
管
理

の
方
法
を
示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

同　高エネ研の茅場（2020年 12月）

霞ヶ浦浮島 妙岐ノ鼻の茅場（原野 ヤーラと呼ばれる）(2002年 12月 写真 安藤邦廣 )

同 妙岐ノ鼻茅場（2019年 1月）
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地
域
概
要
と
茅
葺
き
民
家
の
建
築
概
要

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
地
域
で
あ
る
石
岡
市

八
郷
地
域
は
8
，６
７
６
世
帯
、
２
５
，１
３
４
人

（
２
０
２
０
年
１
月
現
在
）
で
、
対
象
と
な
る
茅
葺
き

民
家
は
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
初
期
に
建
築
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
土
間
と
4
つ
間
取
り
の
典
型
的

な
農
家
の
平
面
構
成
で
、
一
部
に
約 

10 

年
前
に
葺
か

れ
た
箇
所
が
あ
る
も
の
の
、
屋
根
は
全
体
的
に
経
年

劣
化
し
、
北
面
は
腐
食
も
進
み
、
雨
漏
り
が
生
じ
て

い
た
。

茅
葺
き
作
業
の
工
程

　

２
０
１
８
年
12
月
に
、
つ
く
ば
市
内
に
て
屋
根
に

使
用
す
る
茅
の
茅
刈
り
を
行
っ
た
。
２
０
１
９
年
に

は
、
収
穫
し
た
茅
を
材
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に

束
ね
る
「
こ
ま
る
き
」
の
作
業
や
篠
竹
刈
り
等
、
茅

葺
き
屋
根
に
使
用
す
る
材
料
の
準
備
を
行
い
、
11
月

よ
り
茅
の
葺
替
え
作
業
を
行
っ
た
。
茅
葺
き
作
業
の

工
程
を
表
に
示
す
。
す
べ
て
の
作
業
は
、
学
生
及
び

一
般
参
加
の
市
民
と
の
協
働
で
行
っ
た
。
一
連
の
工
程

を
通
し
て
延
べ
２
０
０
名
を
超
え
る
参
加
を
得
た
。

は
じ
め
に

　

茅
葺
き
民
家
は
里
山
景
観
を
形
成
す
る
重
要
な

要
素
で
あ
り
、
循
環
型
の
暮
ら
し
の
伝
統
知
が
詰

ま
っ
て
い
る
が
、
近
年
、
茅
葺
き
職
人
数
や
茅
場
の

減
少
、
屋
根
の
維
持
管
理
を
行
う
上
で
の
所
有
者
自

身
の
負
担
の
大
き
さ
か
ら
、
そ
の
数
は
全
国
的
に
激

減
し
て
い
る
。
茨
城
県
内
で
最
も
茅
葺
き
民
家
が
多

く
集
積
し
て
い
る
石
岡
市
八
郷
地
域
に
お
い
て
も
、

２
０
０
７
〜
２
０
１
８
年
の
11
年
間
で
95
棟
か
ら
54

棟
ま
で
ほ
ぼ
半
減
し
た
こ
と
が
筑
波
大
学
藤
川
研
究

室
の
調
査
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
茅
葺
き
屋
根
の
葺
き
替
え
作
業
は
地
域
の
相
互
扶

助
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
が
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
大
学
・
地
域
・
行
政
と
の
協
働
に
よ
り
葺
き
替

え
を
実
現
し
た
稀
有
な
事
例
で
あ
る
。
本
報
で
は
、

3
者
が
果
た
し
た
役
割
を
ま
と
め
、
大
学
・
地
域
・

行
政
と
の
協
働
に
よ
る
葺
き
替
え
が
実
現
し
た
要
点

に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。

茅
葺
き
作
業
の
実
施
体
制

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
大
学
院
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

科
目
の
一
環
と
し
て
学
生
・
教
職
員
の
参
加
型
で
実

施
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
企
画
・
茅
葺
き
民
家
改
修

基
本
設
計
・
茅
葺
き
作
業
工
程
す
べ
て
に
お
い
て
、

大
学
が
主
体
と
な
り
、
行
政
、
設
計
事
務
所
、
地
域

住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
地
域
活
動
団
体
な
ど
の
各
主
体
と

の
連
携
体
制
を
構
築
し
た
。

　

ま
ず
現
在
の
本
物
件
所
有
者
で
あ
る
行
政
及
び
多

く
の
茅
葺
き
民
家
再
生
実
績
を
有
す
る
設
計
事
務
所

か
ら
、
改
修
及
び
葺
き
替
え
に
関
す
る
必
要
諸
手
続

き
と
指
導
・
助
言
だ
け
で
な
く
、
一
連
の
茅
葺
き
作
業

工
程
に
お
い
て
参
加
・
協
力
を
得
た
。
行
政
に
は
古
茅

処
分
や
屋
根
足
場
用
丸
太
の
運
搬
に
も
協
力
を
得
た
。

　

茅
葺
き
職
人
か
ら
は
、
茅
刈
り
・
こ
ま
る
き
・
葺

き
替
え
作
業
工
程
の
す
べ
て
に
お
い
て
技
術
指
導
を

受
け
た
。
葺
き
替
え
作
業
の
現
場
に
お
い
て
は
、
学

生
含
む
参
加
者
は
職
人
に
茅
を
渡
す
・
茅
を
整
え
る
・

古
茅
を
運
搬
す
る
等
の
作
業
に
参
加
し
た
。

　

次
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
地
域
活
動
団
体
か
ら
は
、
材
料
提

供
及
び
作
業
へ
の
参
加
・
協
力
を
得
た
。
茅
調
達
に

お
い
て
は
、
八
郷
地
域
の
茅
葺
き
民
家
オ
ー
ナ
ー
に

よ
り
組
織
さ
れ
て
い
る
「
や
さ
と
茅
葺
き
屋
根
保
存

会
」
主
催
の
茅
採
取
行
事
へ
参
加
し
、
学
生
・
教
職

員
参
加
に
よ
る
手
間
提
供
の
交
換
と
し
て
茅
の
分
配

を
得
た
。

　

茅
葺
き
民
家
が
立
地
す
る
地
区
の
住
民
か
ら
は
、

竹
や
篠
の
提
供
を
得
た
。
作
業
期
間
中
に
は
地
区
住

民
や
元
オ
ー
ナ
ー
家
族
が
度
々
見
学
に
訪
れ
、
参
加

者
と
交
流
し
た
。
ま
た
こ
の
他
に
石
岡
市
地
域
お
こ

し
協
力
隊
や
大
学
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
、
茅
葺
き
民
家
活
用

に
興
味
の
あ
る
関
東
・
中
部
近
辺
在
住
者
か
ら
参
加

を
得
た
他
、
お
囃
子
奏
者
か
ら
の
希
望
で
廃
材
と
し

て
出
た
煤
竹
を
譲
り
渡
し
た
。

ま
と
め

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
大
学
が
行
政
や
地
域

内
外
の
多
様
な
主
体
と
の
連
携
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
で
、
茅
葺
き
民
家
再
生
の
取
り
組
み
推
進
を
担
う

主
体
の
一
つ
と
な
り
う
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
大
学

は
教
育
・
研
究
機
関
と
し
て
、
茅
や
茅
葺
き
民
家
に

関
わ
る
各
種
主
体
を
つ
な
ぐ
触
媒
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
た
と
考
え
る
。
２
０
２
１
年
度
以
降
、
本
茅

葺
き
民
家
を
拠
点
と
し
、
茅
・
茅
葺
き
に
関
す
る
研

究
に
実
践
的
に
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。

※�

農
村
計
画
学
会
春
季
大
会
学
術
研
究
発
表
会
要
旨
集
（2020.4

）
に

投
稿
し
た
も
の
を
も
と
に
筆
者
編
集
。

大
学・地
域・行
政
と
の
協
働
に
よ
る
茅
葺
き
屋
根
の
葺
き
替
え

　
　
　
　
　
　
　

︱
石
岡
市
八
郷
地
域
で
の
実
践
的
取
り
組
み
︱

筑
波
大
学
シ
ス
テ
ム
情
報
系
准
教
授　

博
士（
工
学
）　

山
本 

幸
子

もともと住んでいたSさんが見学に来てくださった

山本 幸子
専門は建築計画・地域計画。学部３年次から茅
葺き民家の再生と農村の地域づくりに参加して
おり、その経験から農山村の魅力に惹かれ、以
降農山村の維持・再生をテーマに研究に取り組
んでいる。2012年 8月に筑波大学に着任。現
在は筑波山麓の集落において学生とともに地域
活性化プロジェクトを展開している。

こまるき作業完了後に職人さんと

茅葺き作業の工程

年　月
2018年12月
2019年1月

2019年
7月上旬

2019年
10月下旬

2019年11月

2019年
11月下旬

工　程

茅刈り

こまるき

増築部
解体

篠竹刈り

茅葺き

概　要
つくば市内に
て芽を採取

小束に結束

3か所の増築
部の解体

屋根下地材
採取

茅の葺替え
作業

参加者（延人数）

大学関係者54名
一般若干名

大学関係者39名
一般15名

（解体業者実施）

大学関係者10名
一般10名

大学関係者51名
一般29名
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ま
す
。
人
間
が
利
用
す
る
こ
と
で
維
持
さ
れ
て
き
た

二
次
草
原
は
、
利
用
し
な
く
な
る
と
森
林
へ
と
変
化

し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
草
原
性
植
物
と
呼
ば
れ
る
明

る
い
環
境
で
生
育
す
る
植
物
は
、
森
林
化
と
と
も
に

生
育
環
境
を
失
い
、
か
つ
て
は
当
た
り
前
の
よ
う
に

見
る
こ
と
が
で
き
た
種
類
が
今
で
は
絶
滅
危
惧
種
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

モ
ン
ゴ
ル
と
日
本
は
全
く
違
う
自
然
環
境
で
す
が
、

共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
人
間
に
よ
っ
て
環
境
が
変

え
ら
れ
、
草
原
に
生
育
す
る
植
物
が
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

生
き
物
を
豊
か
に
す
る
自
然
の
使
い
方

　

人
間
は
自
然
を
改
変
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
長
け

て
い
ま
す
。
モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
遊
牧
民
が
住
む
場
所

を
変
え
な
が
ら
ヒ
ツ
ジ
や
ヤ
ギ
を
放
牧
す
る
こ
と
で
、

草
原
を
持
続
的
に
利
用
し
続
け
て
き
ま
し
た
。
我
が

国
で
も
、
里
山
と
呼
ば
れ
る
二
次
的
自
然
地
域
の
中

で
人
々
は
生
活
し
、
茅
場
を
は
じ
め
と
す
る
植
物
資

源
を
持
続
的
に
利
用
す
る
生
態
系
を
作
り
出
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
人
間
が
植
物
資
源
を
利
用
す
る
と

き
に
、
目
の
前
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
利
用
す
る
の

で
は
な
く
、
将
来
の
こ
と
を
考
え
て
利
用
す
る
こ
と

で
、
持
続
性
は
保
た
れ
て
き
ま
し
た
。

モ
ン
ゴ
ル
の
草
原
、
日
本
の
草
原

　

私
は
地
球
環
境
問
題
の
一
つ
で
あ
る
砂
漠
化
問
題

に
関
心
が
あ
り
、
砂
漠
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
半

乾
燥
地
で
、
ど
の
よ
う
に
植
物
資
源
を
使
え
ば
持
続

的
に
利
用
で
き
る
か
に
つ
い
て
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
モ
ン
ゴ
ル
で
は
遊
牧
民
が
ヒ
ツ
ジ
や
ヤ
ギ

な
ど
の
放
牧
を
行
う
生
活
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

世
界
的
な
人
口
増
加
に
よ
っ
て
食
料
の
需
要
が
高
ま

り
、
草
原
の
植
物
が
家
畜
に
食
べ
尽
く
さ
れ
る
過
放

牧
が
進
行
し
ま
し
た
。
過
放
牧
が
続
く
草
原
で
は
、

ま
ず
生
産
量
が
低
下
し
、
種
組
成
が
変
化
し
、
や
が

て
砂
漠
化
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
ど
の
く
ら

い
の
放
牧
頭
数
が
増
え
る
と
植
物
の
種
類
が
変
化
す

る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
過
放
牧
に
よ
る

草
原
の
砂
漠
化
を
未
然
に
防
ぐ
評
価
方
法
を
研
究
し

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
日
本
の
二
次
草
原
で
は
、
砂
漠
化
で
は
な

く
森
林
化
に
よ
る
草
原
の
消
失
が
問
題
に
な
っ
て
い

　

人
間
に
よ
る
資
源
利
用
は
、
撹
乱
と
い
う
自
然
現

象
の
一
つ
で
す
。
撹
乱
に
は
、
河
川
氾
濫
や
山
崩
れ

の
よ
う
な
大
規
模
な
撹
乱
も
あ
れ
ば
、
農
作
業
の
よ

う
な
小
規
模
な
撹
乱
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
撹

乱
強
度
の
変
化
は
、
生
物
多
様
性
に
影
響
し
ま
す
。

撹
乱
が
強
す
ぎ
ず
、
し
か
し
弱
す
ぎ
ず
、
適
度
な
強

度
で
あ
る
場
所
で
は
生
物
多
様
性
が
高
く
な
る
と
い

う
現
象
は
、
中
程
度
撹
乱
説
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
植
物
資
源
を
適
切
に
利
用
す
る
こ
と
は
、
限
り

あ
る
資
源
を
持
続
的
に
使
え
る
だ
け
で
な
く
、
生
き

物
を
豊
か
に
す
る
効
果
も
備
え
て
い
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
人
間
の
活
動
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
草
原

性
植
物
が
豊
か
な
里
山
文
化
は
、
経
験
的
に
中
程
度

の
撹
乱
強
度
を
理
解
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

良
質
な
茅
づ
く
り
で
生
物
多
様
性
を
保
つ

　

茅
場
に
は
少
な
く
と
も
年
一
回
は
茅
刈
り
と
い
う

撹
乱
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
多
様
な
草
原
性
植
物

が
維
持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
茅
刈
り
は
茅

場
の
外
に
茅
を
持
ち
出
し
て
利
用
す
る
た
め
、
茅
の

成
長
に
必
要
な
物
質
は
次
第
に
茅
場
か
ら
失
わ
れ
ま

す
。
茅
を
刈
っ
た
後
に
野
焼
き
を
し
て
も
、
資
源
が

持
ち
出
さ
れ
た
後
な
の
で
全
体
の
収
支
と
し
て
は
マ

イ
ナ
ス
で
す
。
貯
蓄
を
切
り
崩
し
な
が
ら
生
活
す
る

と
考
え
た
ら
、
茅
が
育
つ
た
め
の
資
源
は
枯
渇
し
て

し
ま
う
で
し
ょ
う
。
野
菜
や
米
の
栽
培
と
同
じ
原
理

で
す
が
、
土
に
養
分
を
補
充
す
る
仕
組
み
が
な
け
れ

ば
、
長
期
的
に
見
た
と
き
に
茅
の
成
長
に
悪
影
響
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
し
、「
昔
の
茅
場
と
比
べ

る
と
、様
子
が
変
わ
っ
て
き
た
な
」
と
感
じ
ら
れ
た
ら
、

そ
の
兆
し
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
茅
の
質
の
変
化

は
、
砂
漠
化
プ
ロ
セ
ス
で
考
え
る
と
生
産
量
が
低
下

す
る
ス
テ
ー
ジ
で
す
。
植
生
の
変
化
パ
タ
ー
ン
が
モ

ン
ゴ
ル
と
同
じ
で
あ
れ
ば
、
次
は
草
原
性
植
物
の
種

組
成
に
影
響
が
出
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
私
は
茅
の
状
態
や
生
き
物
の
豊
か
さ
を

よ
く
観
察
す
る
こ
と
で
、
誰
に
で
も
茅
場
の
健
康
診

断
が
で
き
る
わ
か
り
や
す
い
指
標
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
い
つ
ま
で
も
良
質
な
茅
が
取
れ
て
豊
か

な
生
き
物
が
暮
ら
せ
る
茅
場
を
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
日
本
は
南

北
に
長
く
、
標
高
差
も
あ
る
た
め
、
場
所
に
よ
っ
て

種
組
成
や
管
理
方
法
が
違
う
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
な
地
域
の
知
識
か
ら
共
通
性
や
独
自
性
な
ど
を
整

理
し
、
研
究
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
新
た
な
知
見
を
加

え
る
こ
と
で
、
良
質
な
茅
が
取
れ
て
豊
か
な
生
き
物

が
暮
ら
せ
る
茅
場
を
つ
く
る
た
め
の
新
し
い
知
恵
を

生
み
出
せ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ち
ょ
っ
と
マ
ニ
ア

な
研
究
者
た
ち
が
、
茅
場
で
調
べ
た
こ
と
を
科
学
的

根
拠
に
基
づ
い
て
わ
か
り
や
す
く
示
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
茅
場
に
関
心
が
な
か
っ
た
人
に
も
茅
場
の
価
値

を
再
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
ら
、
地
道
な

作
業
も
報
わ
れ
る
の
で
大
変
嬉
し
い
で
す
。

モ
ン
ゴ
ル
と
日
本
の
草
原
の
共
通
性
か
ら

植
物
資
源
の
持
続
的
な
利
用
方
法
を
考
え
た
い

筑
波
大
学
生
命
環
境
系　

助
教　

川
田 

清
和

モンゴルの草原では、ワレモコウやオキナグサなど日本と共通した種類も見ることができます

川田 清和
2005 年筑波大学大学院生命環境科学研究科
博士課程修了、博士（農学）。農業環境技術研
究所特別研究員、筑波大学北アフリカ研究セン
ター研究員を経て、2011年より現職。植生学会、
日本沙漠学会、日本草地学会、日本生態学会ほ
か所属。

ヒツジやヤギの放牧が行われているモンゴルの草原。近年は、カシミヤ
を取るためにヤギの放牧頭数が急速に増加しています

モンゴルで増加している草原の開墾。多年生植物にとって地下部のダ
メージは大きな撹乱です
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畑
、
雑
木
林
な
ど
が
モ
ザ
イ
ク
状
に
な
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
昭
和
に
な
っ
て
合
掌
造
り
の
建
物
の
数

が
減
っ
て
茅
場
が
な
く
な
り
、
焼
畑
も
な
く
な
っ
て
、

か
わ
り
に
杉
が
植
林
さ
れ
ま
し
た
。

　

か
つ
て
は
明
る
い
ス
ケ
ス
ケ
の
林
だ
っ
た
の
が
、
現

在
は
こ
ん
も
り
と
し
た
森
に
な
っ
て
い
ま
す
。
合
掌
造

り
の
建
物
が
あ
る
集
落
に
比
べ
て
山
の
風
景
は
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
。
世
界
遺
産
を
守
る
た
め
に
は
合
掌
造

り
の
建
物
を
残
す
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。
白
川
郷
の

人
々
の
暮
ら
し
の
変
化
と
と
も
に
、
ど
の
よ
う
な
風
景

を
作
っ
て
い
く
の
か
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

白
川
郷
と
の
関
わ
り
は
研
究
以
外
に
も
広
が
っ
て

い
ま
す
。
地
域
の
方
と
一
緒
に
、
芸
術
系
の
宮
原
克
人

先
生
に
お
願
い
し
て
茅
で
箒ほ
う
きを

作
っ
た
り
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
小
中
大
地
さ
ん
に
お
願
い
し
て
ア
ー
ト
作
品
を

作
っ
た
り
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
て
い
ま
す
。
茅

に
触
れ
て
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
良
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
研
究
と
し
て
、
茅
葺
屋
根
の
建
物
が

環
境
と
暮
ら
し
の
必
然
か
ら
う
ま
れ
た
「
あ
た
り
ま

え
」
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
、
い
つ
ご
ろ
ど
の

よ
う
に
「
特
別
な
守
る
べ
き
も
の
」
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
か
を
絵
画
や
文
献
資
料
か
ら
明
ら
か
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
小
さ
な
地
域
の
中
で
回
っ
て
い
た

茅
の
利
用
が
崩
壊
し
、
今
は
遠
く
の
場
所
で
生
産
し

た
茅
を
使
う
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
茅
葺
が
今

合
掌
造
り
の
建
物
と
風
景

　

私
が
は
じ
め
て
茅
と
出
会
っ
た
の
は
白
川
郷
の
合
掌

造
り
の
建
物
で
し
た
。
大
き
な
大
き
な
茅
葺
の
屋
根

を
見
上
げ
て
そ
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
白
川

郷
で
は
風
景
の
変
化
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
白
川
郷
は

世
界
遺
産
と
し
て
守
ら
れ
て
い
る
の
で
、
日
本
の
ほ
か

の
山
村
に
比
べ
て
変
化
が
少
な
い
の
は
あ
た
り
ま
え
で

す
。
合
掌
造
り
の
建
物
は
文
化
財
で
す
か
ら
、
勝
手

に
壊
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
世
界
遺
産

の
荻
町
集
落
で
は
50
年
以
上
の
間
、
茅
葺
の
建
物
の

数
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
山
村
の
風
景
に

は
建
物
以
外
に
田
ん
ぼ
や
畑
、川
や
水
路
、周
囲
の
山
々

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
あ
り
ま
す
。
で
は
、
荻
町

の
風
景
は
な
に
が
変
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
も
っ
と

も
大
き
な
変
化
は
じ
つ
は
周
囲
の
山
々
で
す
。

　

合
掌
造
り
の
建
物
は
昔
は
カ
リ
ヤ
ス
（
コ
ガ
ヤ
）
と

い
う
、
ス
ス
キ
よ
り
も
細
い
茅
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。

白
川
郷
の
茅
場
は
山
の
上
の
方
に
あ
り
ま
し
た
。
か
つ

て
は
焼
畑
も
し
て
い
た
の
で
、
周
り
の
森
林
は
茅
場
や

よ
り
も
少
し
「
あ
た
り
ま
え
で
身
近
」
な
も
の
に
な
る

よ
う
に
、新
し
い
茅
の
循
環
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
黒
田
乃
生
）

山
形
県
飯
豊
町
の
茅
利
用

　

２
０
２
０
年
12
月
、
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
り
、
日
本
が

申
請
し
て
い
た
「
伝
統
建
築
工
匠
の
技
：
木
造
建
造

物
を
受
け
継
ぐ
た
め
の
伝
統
技
術
」
が
無
形
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。こ
の「
伝
統
建
築
工
匠
の
技
」

に
は
「
茅
葺
」・「
茅
採
取
」
な
ど
国
の
選
定
保
存
技

術
17
件
が
含
ま
れ
ま
す
。
し
か
し
、「
茅
」
に
関
わ
る

２
つ
の
技
術
は
一
概
に
「
工
匠
」
の
技
と
も
言
い
切
れ

な
い
部
分
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
「
茅
」
と
は
ス
ス
キ
や
ヨ
シ
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
茅

葺
き
屋
根
に
利
用
さ
れ
る
イ
ネ
科
草
本
の
総
称
で
あ

り
地
域
に
よ
っ
て
そ
の
種
類
は
様
々
で
す
。
茅
は
そ

の
採
取
・
加
工
の
し
や
す
さ
か
ら
、
茅
（
屋
根
材
）

と
し
て
だ
け
で
な
く
、
小
屋
の
敷
き
草
、
家
畜
の
飼

料
、
田
畑
の
堆
肥
、
冬
場
の
雪
囲
い
の
材
料
な
ど
生

活
の
様
々
な
場
面
で
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

特
に
茅
採
取
は
、
基
本
的
に
各
地
域
の
住
民
に
よ
り

担
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
生
活
ス
タ
イ
ル
の

変
化
に
よ
っ
て
、
茅
の
屋
根
材
以
外
の
利
用
は
徐
々

に
失
わ
れ
、
茅
葺
き
民
家
に
住
む
こ
と
は
住
民
の
負

担
へ
と
変
わ
り
茅
葺
き
民
家
そ
の
も
の
も
失
わ
れ
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

山
形
県
の
南
西
部
に
位
置
す
る
飯
豊
町
は
現
在
も

茅
葺
き
民
家
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
維
持
は
住
民
の

自
主
性
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
飯
豊

に
お
け
る
茅
葺
き
民
家
の
実
態
に
つ
い
て
は
不
明
な

点
が
多
く
、
何
故
現
在
ま
で
残
っ
て
き
た
の
か
、
そ

の
要
因
に
つ
い
て
も
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
現
時
点
で

考
え
ら
れ
る
要
因
の
一
つ
に
町
で
作
ら
れ
て
い
る
茅
を

用
い
た
伝
統
的
な
防
風
柵｢

か
ざ
ら
い｣

の
存
在
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
か
ざ
ら
い
は
風
か
ら
家
屋
を
保
護

す
る
役
割
と
同
時
に
風
雪
に
茅
を
さ
ら
し
て
乾
燥
さ

せ
る
役
割
を
持
ち
、
町
で
は
毎
年
冬
に
な
る
と
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
製
作
に
は
大
量
の
茅
が
必
要
と
さ
れ
、

乾
燥
し
た
茅
は
翌
年
の
屋
根
の
葺
き
替
え
に
利
用
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
町
で
は
茅
の
需
要
が
あ
る
程

度
維
持
さ
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

茅
の
利
用
の
中
心
に
は
、
茅
葺
き
屋
根
の
維
持
が

あ
り
、
現
在
は
そ
の
面
が
広
く
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
茅
の
利
用
は
様
々
な
用
途
が
相
互
に
結
び

つ
い
て
成
立
し
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
に
つ

い
て
詳
し
く
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

（
久
保
田
健
介
）

文
化
遺
産
と
茅
葺
き
風
景

筑
波
大
学　

芸
術
系　

黒
田 

乃
生

筑
波
大
学　

黒
田
研　

久
保
田 

健
介

久保田 健介
2020年山形大学工学部建築・デザイン学科（濱
定史研究室）卒業。2020年筑波大学大学院世
界遺産学学位プログラム入学。飯豊町の茅に関
する研究を学部から継続している。現在、イン
ターンとして株式会社Earth Building で茅葺の
修行中。

黒田 乃生
筑波大学芸術系（世界遺産学学位プログラム）
教授。博士（農学）。1999年から白川郷の景観
に関する調査研究をしている。文化的景観を研
究対象に五箇山や石見銀山など、国内の文化遺
産の保護に関わっている。

白川村旧遠山家住宅にて（前盛よもぎさん撮影）

飯豊町のかざらい（久保田健介撮影）
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カ
ビ
の
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大

学
院
生
の
頃
、
各
地
に
出
か
け
て
は
土
や
落
ち
葉
な

ど
を
持
ち
帰
り
、
ひ
た
す
ら
培
養
し
て
色
々
な
カ
ビ

を
集
め
る
修
行
を
続
け
た
の
で
す
が
、
暫
く
す
る
と
、

す
ぐ
頭
打
ち
と
な
り
、
同
じ
よ
う
な
カ
ビ
し
か
見
つ

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
先
人
達
が
ど

ん
な
と
こ
ろ
か
ら
カ
ビ
を
見
つ
け
て
い
る
の
か
文
献

チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
の
で
す
が
、
あ
る
と
き
、
あ
る
珍

し
い
カ
ビ
が
イ
ギ
リ
ス
の
“thached roof

＂
か
ら

見
つ
か
っ
た
と
い
う
記
述
を
見
つ
け
ま
し
た
。
辞
書

を
引
き
「
藁
／
茅
葺
き
屋
根
」
と
い
う
意
味
を
知
っ

た
の
で
す
が
、
因
み
にIron lady

と
賞
賛
さ
れ
た

イ
ギ
リ
ス
の
首
相
サ
ッ
チ
ャ
ー
（T

hatcher

）
女
史

の
苗
字
の
原
義
は
「
屋
根
を
葺
く
職
人
」
と
い
う
意

味
な
ん
で
す
ね
。
な
ら
ば
早
速
と
、
実
験
所
近
く
の

茅
葺
屋
根
の
神
社
の
社
殿
に
詣
で
て
、
周
辺
に
落
下

し
て
い
る
屋
根
の
か
け
ら
を
頂
い
て
き
て
培
養
し
た

と
こ
ろ
、
そ
の
珍
し
い
種
に
類
縁
の
や
は
り
珍
し
い

別
種
の
カ
ビ
様
が
現
れ
て
き
て
感
激
し
ま
し
た
。
以

来
、
旅
先
で
茅
葺
屋
根
を
見
掛
け
る
と
、
屋
根
の
か

け
ら
を
持
ち
帰
り
培
養
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

あ
る
時
、
職
人
さ
ん
に
葺
き
替
え
現
場
を
見
せ
て
頂

い
た
の
で
す
が
、
茅
葺
屋
根
本
体
を
な
す
茅
（
ス
ス

キ
）
は
ギ
ュ
ッ
と
強
く
圧
縮
さ
れ
、
分
解
が
進
ん
で

い
る
の
は
長
い
茅
の
ご
く
先
端
部
だ
け
な
の
で
す
ね
。

し
か
し
、
そ
の
末
端
の
断
面
が
横
並
び
と
な
る
屋
根

黴
様
は
神
様

　
「
八
百
万
の
神
々
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
身

の
回
り
や
自
然
界
の
様
々
な
と
こ
ろ
に
多
様
な
神

様
が
宿
っ
て
い
る
と
い
う
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
世
界
観
で

す
。
僕
は
カ
ビ
を
研
究
し
て
い
る
で
す
が
、
そ
の
研

究
で
ご
飯
を
食
べ
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
の
で
、
カ

ビ
様
は
僕
に
と
っ
て
ま
さ
し
く
神
様
で
す
。
目
に
見

え
な
い
神
様
そ
っ
く
り
で
カ
ビ
様
た
ち
も
直
接
、
目

で
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
見
よ
う
と

い
う
気
持
ち
さ
え
あ
れ
ば
心
眼
で
（
も
し
く
は
顕
微

鏡
と
い
う
眼
鏡
を
つ
か
っ
て
）、
自
然
界
を
眺
め
て
み

る
と
草
に
も
木
に
も
動
物
の
お
腹
の
中
に
も
体
の
表

面
に
も
た
く
さ
ん
の
カ
ビ
様
が
住
ん
で
い
る
こ
と
に

気
付
き
ま
す
。
実
は
私
達
の
周
り
は
ど
こ
も
か
し
こ

も
カ
ビ
様
だ
ら
け
な
の
で
す
。
個
性
的
な
い
ろ
ん
な

カ
ビ
様
達
が
犇
め
き
合
っ
て
い
る
様
子
に
は
ま
さ
に

「
八
百
万
の
黴
々
」
と
い
う
表
現
が
ぴ
っ
た
り
で
す
。

　

キ
ノ
コ
や
粘
菌
な
ど
菌
類
と
い
う
不
思
議
な
生
き

物
の
魅
力
に
は
ま
っ
た
僕
は
、
菌
類
研
究
の
メ
ッ
カ

だ
っ
た
筑
波
大
学
に
進
学
し
長
野
県
の
菅
平
高
原
で

の
表
層
部
に
は
保
水
力
も
あ
り
風
雨
に
よ
り
運
ば
れ

た
コ
ケ
や
藻
類
や
菌
類
や
細
菌
の
胞
子
が
発
芽
し
て

育
ち
、
ゆ
っ
く
り
分
解
さ
れ
て
ゆ
く
茅
が
次
第
に
土

壌
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
直
射
日
光
が
も
ろ
に
当
た
る
屋
根
の
表
面
は
、

晴
天
時
に
は
高
温
と
な
り
乾
燥
し
、
一
年
中
、
極
端

な
温
度
差
、
湿
度
差
に
晒
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
よ
う

な
環
境
に
耐
え
ら
れ
る
変
わ
っ
た
カ
ビ
達
が
自
ず
か

ら
選
択
さ
れ
て
く
る
よ
う
で
す
。

　

そ
う
し
た
茅
葺
屋
根
の
住
人
の
一
つ
に
、
ク
モ
ノ

ス
カ
ビ
属
のR

hizopus m
icrosporus

と
い
う
種

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
カ
ビ
は
決
し
て
珍
し
い
も
の
で

は
な
い
の
で
す
が
、
偶
発
的
に
し
か
見
つ
か
ら
ず
、

ど
ん
な
場
所
に
住
ん
で
い
る
の
か
よ
く
わ
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
最
高
で
50
℃
ま
で
生
育
耐
性
が
あ
る
た

め
、
茅
葺
屋
根
は
お
気
に
入
り
の
棲
み
処
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
実
は
、
こ
の
カ
ビ
は
、
東
南
ア
ジ
ア

版
納
豆
と
も
い
わ
れ
る
「
テ
ン
ペ
」
と
い
う
発
酵
食

品
を
作
る
際
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
茹
で
た
大
豆
に
こ

の
カ
ビ
の
胞
子
を
接
種
し
バ
ナ
ナ
の
葉
で
包
ん
で
保

温
し
菌
糸
を
蔓
延
さ
せ
た
も
の
が
テ
ン
ペ
で
す
。
納

豆
の
よ
う
に
粘
り
も
強
い
匂
い
も
な
く
食
べ
や
す
い

食
品
で
す
が
、
こ
の
カ
ビ
が
出
す
酵
素
の
作
用
に
よ

り
、
不
飽
和
脂
肪
酸
が
遊
離
し
て
増
加
し
、
良
質
な

た
ん
ぱ
く
質
が
豊
富
で
、
抗
酸
化
作
用
も
あ
る
高
栄

養
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
近
年
、
健

康
食
品
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
10
月
に
、
茅
里
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
進
行
中
の
茨
城
県
八
郷
町
の
茅
葺
民
家
に
伺
っ
て
、

屋
根
の
周
り
に
落
下
し
て
い
た
古
い
茅
葺
屋
根
の
断

片
を
少
し
サ
ン
プ
リ
ン
グ
さ
せ
て
頂
き
、
培
養
し
た

と
こ
ろ
上
記
の
ク
モ
ノ
ス
カ
ビ
を
分
離
培
養
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
カ
ビ
を
使
っ
て

テ
ン
ペ
を
仕
込
ん
で
み
よ
う
と
思
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
最
近
、
信
州
大
学
の
先
生
か
ら
、
こ
の
テ
ン
ペ

を
用
い
た
お
味
噌
を
作
っ
て
い
る
方
を
紹
介
し
て
頂

き
、「
テ
ン
ペ
味
噌
」
と
い
う
お
い
し
い
お
味
噌
を
分

け
て
頂
き
ま
し
た
。
実
は
、
茅
葺
民
家
で
仕
込
む
味

噌
に
は
ち
ょ
っ
と
面
白
い
秘
密
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
こ
の
話
題
は

ま
た
の
機
会
に
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
一
年
後
に
は
、

こ
の
八
郷
町
の
茅
葺
民
家
に
お
住
い
の
カ
ビ
様
の
力

を
お
借
り
し
て
仕
込
ん
だ
テ
ン
ペ
味
噌
を
ご
披
露
し

よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
期
待
下
さ
い
！

茅
葺
屋
根
に
棲
む
黴
々

筑
波
大
学
山
岳
科
学
セ
ン
タ
ー
菅
平
高
原
実
験
所　

出
川 

洋
介

出川 洋介
筑波大学　生命環境系　山岳科学センター菅平
高原実験所准教授。博士（理学）。カビやキノ
コなど、菌類の自然史、系統分類に関する研究
をしている。最近は、菌類を用いた発酵食品に
も関心を広げ、地元の企業との味噌などの共同
開発も手掛けている。

サンプリングに訪れた茅里再生プロジェクトが進行中の茨城県八郷町の茅葺民家（2020年 10月12日）

茅葺屋根断片に米粒などを撒いて釣菌法により呼
び出したクモノスカビ（Rhizopus microsporus）の
コロニー（上）
純粋培養下のコロニー（下）

顕微鏡下で観察したクモノスカビの胞子形成の様子。
菌糸の生育速度はものすごく速く、酵素活性も高い。

�クモノスカビを用いて作られる東南アジアの発酵食品
「テンペ」。最近は日本でも生産されているようで、たま
にスーパーで売られています




